
 

米と麦    
      ＊麦の収穫 ＊螟虫とり 
乙訓郡では、明治後半から米の裏作に、ビー

ルの原料となる大麦がさかんに栽培されてい

ました。６月は麦の収穫と田植えで、農家は目

のまわるような忙しさでした。 

神足小学校の勤労奉仕の写真（昭和13年ご

ろ）や主要農産物の統計から、このころのよう

すをみてみましょう。 

 

 ＊調子八角での草取り 
（昭和３０年ごろ） 
   前田照男氏撮影 

田植えと草取り 
昭和３０年代に耕運機

が、そして昭和４０年から

５０年代にかけて田植え機

や除草剤が普及して、この

ような風景は、すっかり姿

を消しました。 

＊一文橋での田植え 
（昭和４６年ごろ） 

展示コーナーだより
第11号 
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観光農業と野菜の栽培 
      ＊いちご狩 ＊かんらん栽培 
都市化が進むにつれて、宅地並み課税・減反政策・

用水の悪化など、農業をとりまく環境はきびしさを

ましていきました。さて農家はこのような危機にど

のように対応していったのでしょうか。 
 観光農業、野菜栽培の写真（昭和４０年代）や、

作物の類別収穫面積の統計から、具体的にふりかえ

ります。 

６月４日（水）～６月２２日（水） 
昭和１０～４０年代の懐かしい写真を展示します。 

初夏・・・！ 
田んぼや畑も植え付けがおわり、 
早苗のみどりがまぶしい季節です。 
わがまちの田園風景を楽しみながら、 
農業の移り変わりをみてみましょう。 
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小畑川

大規模な

しその間
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＊奥海印
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たんにな

に入ると
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【参考

  『

  『

  『

  『
６月２４日（火）～７月１３日（日） 
初夏から初冬へ、季節の移り変わりとともに、田園風景の「今」を追います。
 

初夏  
 
 

＊粟生長通り付近（平成１５年５月下旬） 
 田植えが終わるころには、特産のナスビの苗もし

っかりと根付いています。１１月上旬まで半年間に

わたり良質な京都ナスや小ナスが栽培されますが、

生産者の高齢化などにより減少傾向にあります。 

巡り原付近（平成１５年5月下旬） 

東岸は、名神高速道路や国道が通り、

工場や住宅が建ち並んでいます。しか

に生産緑地が点在し、かつて大穀倉地

ころの面影をみることができます。 

秋から初冬 夏から初秋 
＊調子二丁目付近 ＊今里貝川付近 
取り入れが終わった田んぼに、景観形成作物

のコスモスのかわいい色がゆれます。 
 それが終わると、井ノ内や今里などでは、冬

枯れの田園に花菜のみどりが、冷たい風の中で

いっそうあざやかになります。 

寺西代付近 ＊神足七ノ坪付近 
い日差しを浴びて、早苗はぐんぐん

田んぼはあざやかなみどりのじゅう

ります。暑さが少しやわらぎ、９月

、早いところではもう稲刈りが始ま
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